表紙 ほか（学術報告. 人文_第68号） by unknown
京都府立大学学術報告
	
人文
	
第六十八号
	
二〇一六年
THE SCIENTIFIC REPORTS
OF
KYOTO PREFECTURAL UNIVERSITY
京都府立大学学術報告
人文
第 68 号
京 都 府 立 大 学
2016年　12 月
京都府大学報・人文
Sci.	Rep.	Kyoto	Pref.	Univ.,	Hum.
ISSN	1884-1732
目　　　次
［論　文］
トーキーの英語とイギリスの反応	─ 1920 年代末のハリウッド映画をめぐって─
	 ……………………		山　口　美知代　　		…………………………　（ 1 ）
描かれる痛み	─オットー・ディックスの『戦争』シリーズを手掛かりに─
	 ……………………		勝　山　紘　子　　		…………………………　（ 19 ）
ロバート・バートン『憂鬱の解剖』　第 1部	第 3 章	第 1 節		第 3・4 項−第 3節、第 4章
	 ……………………		岡　村　眞紀子　　		…………………………　（ 35 ）
	 		川　島　伸　博　訳		　　　　　　　　　　　　 　
［研究ノート］
ヴィクトリア朝後期イギリスの日本陶磁器ブームにおける Satsuma 受容の様態		 	 	 	 	
	 ─ジェームズ・ロード・ボウズの著作を中心に
	 ……………………		野　口　祐　子　　		…………………………　（ 73 ）
［論　文］
流れは絶えず	─「方丈記」冒頭の文と文章の構造─	……………………		鳴　海　伸　一　　		…………………………　（一）
江戸版仮名法語の本文	─近世前期における江戸版本文の特性（2）─
	 ……………………		母　利　司　朗　　		…………………………　（二七）
二代目西村市郎右衛門の出版活動	─その登場から享保年間までの動向─
	 ……………………		藤　原　英　城　　		…………………………　（三九）
『水滸傳』諸本考	 ……………………		小　松　　　謙　　		…………………………　（五五）
明朝勲戚武定侯郭氏と文学	─家譜・年譜─	 ……………………		井　口　千　雪　　		…………………………　（九三）
大正時代における芭蕉評論の行方	─「古池や」の句を中心にして─
	 ……………………		黄　　　慧　君　　		…………………………　（一五三）
律令制収取の特質とその歴史的前提	─諸国の産物からの考察─
	 ……………………		櫛　木　謙　周　　		…………………………　（一六七）
『朱子語類』巻一四～一八　訳注（八）	 ……………………		宇佐美文理・小笠智章・古勝亮・			…………　（一九七）
	 田訪・中純夫・福谷彬・松葉久美子・			　 　　　　
	 廖明飛			　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一九世紀前期肥後国天草郡高浜村庄屋上田宜珍の家祖調査	─美濃大井の根津甚平と信濃祢津、鷹─
	 ……………………		東　　　　　昇　　		…………………………　（三一一）
近世石清水八幡宮における吉田神道の受容と社務家	……………………		竹　中　友里代　　		…………………………　（三三三）
HUMANITIES
No. 68
December 2016
［Articles］
English in Talkies and the Reception in Britain: Hollywood films in the late 1920s
 　…………………  Michiyo YAMAGUCHI  …………………　（ １ ）
Representation of Pain - Considering Der Krieg by Otto Dix 
 …………………  Hiroko KATSUYAMA  …………………　（ １9 ）
Robert Burton, The Anatomy of Melancholy Part 1 Section 3 Member 1 Subsections 3・4-Member 3, 
Section 4 
 　…………………  Makiko OKAMURA, Nobuhiro KAWASHIMA  …………………　（ 35 ）
［Note］
On the Appeciation and Criticism of Satsuma Ware during the Boom of Japanese Pottery in Late 
Victorian Britain, with Special Focus on the Writings of James Lord Bowes
 …………………  Yuko NOGUCHI  …………………　（ 73 ）
［Articles］
Nagarewa taezu [Flowing never stops] : The sentence and discourse structure of the opening part  
of Ho−jo−-ki  　…………………  Shinichi NARUMI  …………………　（ １ ）
The Text of Kana Hogo Published in Edo  　…………………  Shiro MORI  …………………　（ 27 ）
Publications of the second Ichiroemon NISHIMURA : The activities from his appearance to the  
Kyoho eras  　…………………  Hideki FUJIWARA  …………………　（ 39 ）
The Study on the Editions of "Shuihuzhuan"  …………………  Ken KOMATSU  …………………　（ 55 ）
The Study on the Relationship between the Guo Family and Literature -Genealogical Tree and 
Chronologies-  　…………………  Chiyuki INOKUCHI  …………………　（ 93 ）
Comments on Basyo's Work During Taisyo Period 
 　…………………  Huijun HUANG  …………………　（１53）
The Tax Collection under the Ritsuryō Regime and Its Historical Premises: An Approach from  
the Provincial Products  　…………………  Yoshinori KUSHIKI  …………………　（１67）
The Translation and Notes of Zhu-zi yu-lei vols. 14-18,(8)
 　…………………  Bunri USAMI, Tomoaki OGASA, Ryo KOGACHI,  …………………　（１97）
    Fang TIAN, Sumio NAKA, Akira FUKUTANI, 
    Kumiko MATSUBA, Ming-fei LIAO
Higo country Amakusa-gun Takahama village headman Ueda Yoshiuzu ancestral research in the  
early 19th century,Mino 0i of Nezu jinpei and Shinano Nezu,hawk
 　…………………  Noboru HIGASHI  …………………　（3１１）
The Chief Priest Family (Iwashimizu Shamuke) of Reception of Yoshida Shinto Within Iwashimizu 
Hatiimangu Shrine in Early-Moden Times
 　…………………  Yuriyo TAKENAKA  …………………　（333）
KYOTO	PREFECTURAL	UNIVERSITY
JAPAN
CONTENTS
京都府立大学学術報告投稿規則
1968.    8.    6 制定
1991.    8.  29 改正
1997.    7.  11 改正
2000.  10.  10 改正
2002.  10.  10 改正
2005.    6.  20 改正
2008.    4.    1 改正
2009.    5.    8 改正
2010.    5.  19 改正
2011.    9.  29 改正
2012.  10.  18 改正
2013.    7.  22 改正
2013.  10.  24 改正
2015.    6.  11 改正
（趣旨）
第 1条　この規則は京都府立大学学術報告（以下「学術報告」という。）への投稿に必要な事項を定めるものとする。
（発行形態）
第 2条　学術報告は「人文」、「公共政策」、「生命環境学」の 3分冊で刊行する。
（発行回数）
第 3条　発行は、年 1回 12 月に発行する。ただし、学術報告委員会（以下「委員会」という。）が必要と認めた場合
には、臨時に発行することができる。
2　臨時に発行する場合の投稿規則は、委員会が別に定める。
（投稿資格）
第 4条　学術報告に投稿できる者は次のとおりとする。
　（1）　本学の常勤教職員
　（2）　本学の退職教職員で、本学常勤教員の推薦がある者
　（3）　本学の非常勤講師（本務校のない者に限る）で本学常勤教員の推薦がある者
　（4）　本学と締結した国際交流協定等に基づき外国の大学等から派遣され、講義を受け持っている教員または研究者
　（5）　本学の大学院在籍者で、本学常勤教員の推薦がある者
　（6）　本学の卒業生（本務校のない者に限る）で、本学常勤教員の推薦がある者
　（7）　本学常勤教員の指導を受ける研究員で、本学常勤教員の推薦がある者
　（8）　その他、委員会が適当と認めた者
2　共著論文の場合は、本学常勤教員を代表者とし、学内外の共同研究者（学部生を除く）を共著者とすることがで
きる。
（原稿の種類）
第 5条　学術報告に掲載する原稿（以下「論文等」という。）は、次の各号による内容とし、その内容が学問の分野
の見地から興味があり、かつ有意義なものに限る。
　（1）　他誌に未掲載の学術論文（原著論文）
　（2）　総説：研究・技術動向に関する評論・解説
　（3） 　研究ノート：研究の中間報告、実践的事例研究、調査報告、覚書、新しい研究方法についての報告及び有益
な資料の紹介等
　（4）　委員会が適当と認めたもの
（使用言語）
第 6条　使用言語は次のとおりとする。
　（1）　日本語
　（2）　英語
　（3）　ドイツ語
　（4）　フランス語
　（5）　中国語
　（6）　朝鮮語
　（7）　その他、委員会が認めた言語
（投稿原稿の数）
第 7条　投稿は 1人 1編とする。ただし、共著者の場合で代表者以外であればこの限りでない。また、「人文」「公共
政策」においては、第 5条に規定する原稿の種類を異にする時に限り、単著であっても 2編まで複数投稿を認める
こととし、委員会が認めた場合に限り採択する。
（原稿の制限）
第 8条　本文、要旨、図、表、謝辞を含め刷り上り総ページ数を次のとおりとする。
　（1）　学術報告　人文　　　　　60 ページ以内
　（2）　学術報告　公共政策　　　60 ページ以内
　（3）　学術報告　生命環境学　　30 ページ以内
2　前項の制限を超える原稿は、委員会が認めた場合に限り採択する。
（原稿の作成）
第 9条　原稿の作成は、別に定める「学術報告作成要領」により作成する。
2　原稿はワードプロセッサーを使用して作成したものとする。
（原稿の提出）
第 10 条　印字原稿（図表、写真を含む。）及びCD等デジタルデータ原稿（原則として図表、写真を含む。）に別紙「京
都府立大学学術報告投稿票」を添付し、所属の学術報告委員（以下「委員」という。）に提出する。
（原稿提出の締切）
第 11 条　原稿締切日は毎年 10 月 1 日とする。
2　前項の提出日が土曜日又は日曜日の場合は、直後の月曜日を提出日とする。
（原稿の採択）
第 12 条　委員会は、予算の範囲内において原稿を採択し、登載順序を決める。ただし、委員会が必要と認めたときは、
予算の範囲内を超えて原稿を採択することができる。
2　委員会は、採択した原稿についても、字句の修正を求めることがある。
（受理年月日）
第 13 条　採択した論文等には受理年月日を明記する。
2　受理年月日は、委員が原稿を受け取った年月日とする。
（校正）
第 14 条　校正は投稿者校正とする。
2　校正回数は、原則として 2校で校了とする。
3　校正期間は、初校は 5日以内、2校は 2日以内とする。投稿者不在の場合は、代理校正者を定め、委員会に届け
なければならない。
4　校正の際、内容、文章の訂正をすることはできない。
5　note  added  in proof は論文の末尾におくことができる。
（経費の負担）
第 15 条　掲載に要する経費は委員会予算によるものとする。ただし、経費の総額が予算を超過したときは、次によ
り負担するものとする。
　（1） 　制限ページ数を超過した場合の印刷経費、カラー印刷等特殊な印刷を希望する場合の製版経費を投稿者負担
とする。
　（2） 　前号の負担額を控除してもなお予算額を超過する場合は、超過額をページ数（制限ページを超過した場合は
制限ページ数）で按分して算出した額を投稿者負担とする。
（別刷の贈呈）
第 16 条　別刷は 1論文につき、50 部を贈呈する。
2　前項の部数を超えて希望する場合の経費は、投稿者の負担とする。
（著作権等）
第 17 条　掲載された論文等の著作権は著者に帰属する。
2　採択された論文は「京都府立大学学術報告」として出版するとともに、電子化し、委員会が適切と認めるネット
ワーク上・電子メディア等において公開することができる。
（不正行為等への対応）
第 18 条　論文等に「京都府立大学における研究活動上の不正行為等への対応に関する規定」中に定義された「研究
活動上の不正行為等」があってはならない。
2　委員会は、掲載された論文等に「研究活動上の不正行為等」が認められた場合は、関連分野の『京都府立大学学
術報告』などにおいてそれを公表し、当該論文等の採択を取り消すなどの措置をとることができる。また、委員会
は、掲載前に「研究活動上の不正行為等」が明らかになった場合には、当該論文等を掲載対象から除外するなどの
措置をとることができる。
（規則の改廃）
第 19 条　この規則改廃は委員会が行う。
附　則
1　この規程は、平成 20 年 4 月 1 日から施行し、平成 20 年度の学術報告から適用する。
2　この規程は、平成 21 年 5 月 8 日から施行し、平成 21 年度の学術報告から適用する。
3　この規程は、平成 22 年 5 月 19 日から施行し、平成 22 年度の学術報告から適用する。
4　この規程は、平成 23 年 9 月 29 日から施行し、平成 23 年度の学術報告から適用する。
5　この規程は、平成 24 年 10 月 18 日から施行し、平成 24 年度の学術報告から適用する。
6　この規則は、平成 25 年 7 月 22 日から施行し、平成 25 年度の学術報告から適用する。
7　この規則は、平成 25 年 10 月 24 日から施行し、平成 26 年度の学術報告から適用する。
8　この規則は、平成 27 年 6 月 11 日から施行し、平成 27 年度の学術報告から適用する。
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